
主催：東京大学社会連携講座、豊洲スマートシティ推進協議会

連携：国交省関東地方整備局、東京都、江東区、豊田中央研究所

協賛：三井不動産、清水建設

交通防災まちづくりにおける社会実験 報告書



し

推進体制
民間企業、行政、学識、地元連携によるまちづくり

連携・調整・協議

〇地方公共団体：東京都・江東区

豊洲スマートシティ連絡会

国立大学法人東京大学

交通・都市・国土学研究室
（社会基盤専攻 羽藤英二教授）

大学・研究機関

地元組織

東京大学
社会連携講座

研究成果の
提供・共有

協力要請
・連携

豊洲スマートシティ推進協議会
（対象エリア：豊洲１～6丁目）

※運営会社を設立し、持続可能な取り組みとします。

〇豊洲関連企業：
IHI、NTTデータ、清水建設、東京ガス不動産、
東京地下鉄、三井不動産、三菱地所

〇技術提供企業：
TIS、日本総合研究所、日本電気、
日立製作所、三井住友銀行、三井住友カード

〇事務局：清水建設、三井不動産

・実証実験への協力・連携

※各社記載順は50音順

〇大学・研究機関：芝浦工業大学
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し

想定災害
巨大化・低速化する台風による水害
（都直下地震による災害）



し

江東区の課題

東京７区においては高台化整備をしてもなお
住民の39％（約116万人）が浸水区域外への
移動が必要になる

出典：高規格堤防整備と連携した高台まちづくりの避難場所としての活用の可能性の調査研究



し

江東区の課題



し

〈東京大学社会連携講座〉
羽藤英二 東京大学大学院教授

人口、人の移動が減る中、次世代モ
ビリティを活用した必要十分な公共交
通、道路交通の見直しを提言。
東京臨海部への実装を見据えた社会

実験を実施予定

交通防災まちづくりにおける社会実験

出典：災害に強い首都「東京」形成ビジョン（仮称）中間とりまとめ（案）参考資料 令和2年9月



し

交通防災まちづくりにおける社会実験
レベル１
ゲリラ豪雨

レベル２
大型台風

レベル３
荒川・江戸川決壊

地区内避難・垂直避難 高台拠点避難
（デッキ・都市型道の駅避難） 域外広域避難



し

交通防災まちづくりにおける社会実験
【目的】
・江東区における浸水被害想定の周知
・江東区の浸水エリアから臨海部への広域避難訓練
・国交省・東京都・江東区の連携による防災・避難計画検討
・交通防災まちづくりにおける高台拠点の在り方の検討

【社会実験内容】
①多様なモビリティを活用した広域避難（鉄道・BRT・船・自動運転車・キックボード）

②産官学連携による防災展示 （関東大震災から100年）

③スマート防災訓練 （マイタイムラインの登録）

④ドローン支援物資配給訓練 （ブルーイノベーション）

⑤ミチノテラス豊洲防災訓練 （サイネージLアラート、マンホールトイレ、

フードトラック炊き出し）



し

スケジュール

①広域避難
3月5日～30日 9時～16時

②防災展示
3月5日～30日 9時～16時

③スマート防災訓練
3月11日
（3月8日～10日マイタイムライン登録）

④ドローン支援物資配給訓練
3月20日 13時～

⑤ミチノテラス豊洲防災訓練
3月20日 12時～15時



し

【ルート】
災害エリア（江東区浸水エリア）
▽徒歩
大島4丁目団地（UR団地）
▽自動運転想定車
豊洲4丁目アパート（都営団地建替）
▽自動運転想定車
豊洲6丁目都市型道の駅
▽舟運 ▽大型バス・BRT
日本橋or竹芝 新橋

【狙い】
・臨海部への避難の周知、避難経路の想定
・多様なモビリティの活用

①多様なモビリティを活用した広域避難

江東区

大島四丁目団地
（防災展示）

中央区

都市型道の駅
（防災展示）

新橋

日本橋

豊洲四丁目アパート
（防災展示）

竹芝



し

①多様なモビリティを活用した広域避難



し

②産官学連携による防災展示
大島4丁目UR団地

＜展示空間コンセプト＞
・高い天井やフルオープンになる間口を活かした開放的な空間
・無機質な背景に展示が映える空間



し

②産官学連携による防災展示
大島4丁目UR団地



し

②産官学連携による防災展示
豊洲4丁目アパート

＜展示空間コンセプト＞
・文字を読むだけでなく、感覚に訴える展示とする
・光や音による印象的な空間体験を促す
・老朽化した空間を活かし、展示だけでなく空間を通じて起こりうる
災害を感じてもらう



し

②産官学連携による防災展示
豊洲4丁目アパート



し

②産官学連携による防災展示
ミチノテラス豊洲「MiCHi Lab」

＜展示空間コンセプト＞
・交通防災まちづくりにおける社会実験の内容



し

②産官学連携による防災展示
ミチノテラス豊洲「MiCHi Lab」



し

③スマート防災訓練
マイタイムラインの登録実証



し

③スマート防災訓練
マイタイムラインの登録実証



し

④ドローン支援物資配給訓練
支援物資配給訓練（災害用ドローン）

【ルート】
船
▽ドローン
豊洲6丁目都市型道の駅

【ストーリー】
・海上からの物資輸送
（船→陸地）

【今後の展望】
・東京都と連携した３Dマップをベースとしたドローン運航システム
・都心部における飛行（レベル４）に際しての規制緩和（橋・道路・民地の通過等）
・ドローンと私有地（建物・ドローンポート 他）の連携システムの構築

ららぽーと豊洲

都市型道の駅

晴海大橋

東雲運河

船



し

④ドローン支援物資配給訓練



し

④ドローン支援物資配給訓練



し

④ドローン支援物資配給訓練



し

④ドローン支援物資配給訓練
動画



し

⑤ミチノテラス豊洲防災訓練
BRT連節バス・FCバス展示

V2B（Vehicle to building）

マンホールトイレ サイネージ（Lアラート）

フードトラック炊出し(MELLOW) ドローン支援物資配給訓練



し

⑤ミチノテラス豊洲防災訓練
BRT連節バス・FCバス展示



し

⑤ミチノテラス豊洲防災訓練
マンホールトイレ



し

⑤ミチノテラス豊洲防災訓練
Lアラート



し

⑤ミチノテラス豊洲防災訓練
フードトラック炊き出し 豊洲市場連携（東京シティ青果）



し

産官学セッション（3月19日）
大島4丁目 豊洲4丁目都営アパート

豊洲地区町会自治会連合会 馬締会長
豊洲5丁目マンション自治会 小山会長
豊洲1.2.3丁目連合会 森田副会長
豊洲第一団地自治会 西岡会長 豊洲第二団地自治会 郷会長

大島4丁目団地 金子会長 他6名



し

産官学セッション（3月20日）
ミチラボ

国土交通省 関東地方整備局 道路部長 髙松諭
交通拠点調整官 吉田幸男
道路計画第二課 課長補佐 山下敦馬
道路計画第二課 武島正佳

東京都 デジタルサービス局 松永課長
江東区 まちづくり推進課 樋渡課長 吉田係長 鳥海担当 佐藤担当

防災課 松村課長 新居係長
江東区商店街連合会 渡辺会長



し
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